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平
成
30
年
７
月
に
掲
載
さ
れ
た
本
広
報

誌
第
１
６
９
号
の
（
そ
の
１
）
で
は
林
業

用
苗
木
（
全
般
）
に
つ
い
て
説
明
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
回
は
花
粉
症
対
策
苗
・

コ
ン
テ
ナ
苗
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

【
花
粉
症
対
策
苗
へ
の
転
換
に
つ
い
て
】

ス
ギ
は
広
く
植
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
最
近
は
国
民
の
お
よ
そ
３
割
が
ス
ギ

花
粉
症
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
社
会

的
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
関
東

局
管
内
の
国
有
林
は
１
都
10
県
に
ま
た
が

り
、
首
都
圏
近
い
こ
と
か
ら
、
関
東
局
で

は
、
平
成
21
年
度
か
ら
花
粉
症
対
策
苗
木

（
無
花
粉
・
少
花
粉
苗
等
）
の
植
栽
と
ス

ギ
以
外
へ
の
樹
種
転
換
を
進
め
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
、
平
成
29
年
度
末

ま
で
の
目
標
570

ha
に
対
し
、
約
616

ha
（
達

成
率
約
108

％
）
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
国
の
政
策
目
標
と
し
て
、
平

成
44
年
度
ま
で
に
ス
ギ
苗
木
生
産
量
に
占

め
る
花
粉
症
対
策
に
資
す
る
苗
木
の
生
産

量
の
割
合
を
約
７
割
と
す
る
方
針
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
関
東
局
で
は
、
１
年
で
も

早
く
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
花
粉
症

対
策
苗
木
等
へ
の
転
換
を
加
速
さ
せ
て
い

ま
す
。

【
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
】

こ
れ
ま
で
ス
ギ
人
工
林
は
間
伐
を
行
う

林
齢
の
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
た
た
め
、

苗
木
の
需
要
の
減
少
に
よ
り
苗
木
生
産
量

も
減
少
し
、
苗
木
生
産
者
の
減
少
と
高
齢

化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

ギ
に
限
ら
ず
林
業
用
の
苗
木
は
、
苗
畑
か

ら
掘
り
起
こ
し
た
ま
ま
の
状
態
で
梱
包
し

出
荷
す
る
裸
苗
の
生
産
が
主
体
と
な
っ
て

は
だ
か
な
え

い
ま
し
た
が
、
裸
苗
の
生
産
に
お
い
て
は
、

畑
に
種
を
蒔
い
た
後
（
播
種
）
、
苗
木
の

は

し

ゅ

成
長
に
合
わ
せ
て
苗
木
の
間
引
き
と
間
隔

を
空
け
て
の
植
え
直
し
（
根
切
り
、
床
替

ね

ぎ

と

こ

が

え
、
選
苗
）
を
繰
り
返
し
、
出
荷
で
き
る

せ
ん
び
ょ
う

大
き
さ
に
な
る
ま
で
に
３
年
程
の
手
間
と

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
、
近
年
各

地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
が
コ
ン
テ
ナ

苗
の
生
産
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
容
器
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
底

面
が
開
き
、
側
面
に
ス
リ
ッ
ト
（
切
れ
目
）

が
入
っ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
容
器
は
、
根
が

巻
い
て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
で
は
、
床
替

え
、
根
切
り
が
不
要
に
な
り
、
自
動
散
水

器
に
よ
る
省
力
化
も
可
能
で
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
時
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
専
用
器
具
の
使
用
に
よ
り
植
栽

の
作
業
能
率
が
上
が
る
こ
と
、
培
土
と
と

も
に
植
え
付
け
る
た
め
、
裸
苗
よ
り
も
乾

燥
に
強
く
植
栽
時
期
も
幅
が
あ
り
ま
す
。

平成３０年９月２７日 関 東 森 林 管 理 局 第１７１号（２）

人
工
林
資
源
の
循
環
利
用
促
進
に
伴
う

苗
木
の
動
向
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課

出荷される裸苗

苗木が成長し密集してくると根きり選苗、床替えを行う

コンテナ苗（150CC)容器にスリットが入っている

根が空気にふれることで

根切りがされ根巻きが防止される



一
方
、
コ
ン
テ
ナ
育
苗
施
設
を
設
置
す

る
に
は
初
期
投
資
が
か
さ
む
上
、
裸
苗
よ

り
も
梱
包
や
運
搬
に
手
間
が
か
か
る
た
め
、

価
格
が
高
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
関
東
局
管
内
で
は
ス
ギ
裸
苗
の
平

均
価
格
115
円
に
対
し
、
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗

は
171
円
（
約
1.5
倍
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

価
格
の
低
廉
化
に
は
、
需
要
増
に
よ
る
生

産
規
模
の
拡
大
と
、
残
苗
に
よ
る
ロ
ス
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

150
円
以
下
（
裸
苗
の
約
1.3

倍
以
下
）
に
な

れ
ば
植
栽
コ
ス
ト
の
削
減
に
も
繋
が
る
と

い
う
試
算
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

近
年
は
大
企
業
に
よ
る
施
設
栽
培
で
の
効

率
的
な
苗
木
生
産
が
各
地
で
開
始
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
価
格
の
低
廉
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
、
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
る
に
当

た
り
、
苗
木
の
確
保
や
質
の
向
上
、
価
格

の
低
廉
化
等
、
課
題
も
多
く
複
雑
で
す
が
、
、

苗
木
の
需
要
を
安
定
さ
せ
る
な
ど
、
地
域

林
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
な
取
組
を

国
有
林
が
率
先
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

き
の
こ
特
集

食
べ
た
ら
ダ
メ
！

カ
エ
ン
タ
ケ
（
猛
毒
）
（
ニ
ク
ザ
キ
ン

科

ポ
ド
ス
ト
ロ
マ
属
）

八
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
広

葉
樹
の
枯
木
や
切
株
に
発
生
す
る
。

子
嚢
菌
類
の
き
の
こ
で
子
実
体
は
高
さ

し

の

う

五
㎝
か
ら
十
㎝
位
の
円
柱
状
で
赤
色
か
ら

淡
橙
色
で
時
に
根
元
か
ら
枝
別
れ
し
て
、

手
の
平
の
形
の
様
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

カ
エ
ン
タ
ケ
（
火
炎
）
の
和
名
の
由
来

は
子
実
体
が
炎
の
形
に
な
る
こ
と
か
ら
、

名
前
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
近
年
は
円
柱
状

の
子
実
体
を
し
た
物
が
多
く
見
ら
れ
る
。

別
種
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ま
だ

区
別
は
さ
れ
な
い
で
、
同
種
に
さ
れ
て
い

る
。
実
際
は
何
種
類
か
あ
る
よ
う
で
、
素

手

で

触

る

と

皮

膚

が

た

だ

れ

る

と

言

わ

れ

る

ほ

ど

危

険

な

も

の

や

、

触

っ

て

も

害

の

無

い

タ

イ

プ

の

も

の

も
あ
る
。
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今
月
の
表
紙

笠
取
山

（
埼
玉
県
秩
父
市
）

埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
管
内
に
あ
る

「
秩
父
山
地
緑
の
回
廊
」
一
帯
は
、
景
観
に

優
れ
た
う
え
、
希
少
な
野
生
動
植
物
が
生
息
・

生
育
す
る
な
ど
、
豊
か
な
森
林
生
態
系
が
維

持
さ
れ
た
地
域
で
す
。

し
か
し
、
近
年
、
シ
カ
な
ど
野
生
動
物
に

よ
る
樹
木
の
剥
皮
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、

緑
の
回
廊
内
に
お
い
て
特
に
被
害
が
多
い
笠

取
山
（
写
真
）
周
辺
を
中
心
に
、
一
般
公
募

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
樹
木
保
護
ネ
ッ
ト
設

置
作
業
を
平
成
20
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。今

年
度
９
月
末
に
第
11
回
目
の
作
業
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
麓
か
ら
２
時
間

以
上
歩
い
て
現
地
に
到
着
す
る
大
変
な
作
業

で
す
が
、
今
後
と
も
、
地
域
と
連
携
し
獣
害

対
策
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

笠取山で獣害対策保護ネット作業へ
向かう一行

ｺﾝﾃﾅ苗植栽用の器具ﾃﾞｨﾌﾞﾙ

自動散水器により決まった時間に

決まった量の散水が可能

ﾃﾞｨﾌﾞﾙの柄を木製にして軽くした改良型



平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
生
じ
た
愛
媛
県
か
ら
林
野
庁
へ
の
支

援
要
請
を
受
け
、
山
地
災
害
対
策
緊
急
展

開
チ
ー
ム
と
し
て
関
東
森
林
管
理
局
か
ら

３
名
を
派
遣
し
、
四
国
森
林
管
理
局
か
ら

の
1
名
も
加
わ
り
計
4
名
に
よ
り
、
８
月

１
日
か
ら
８
日
ま
で
、
崩
壊
し
た
山
腹
斜

面
の
踏
査
・
測
量
、
図
面
等
の
作
成
を
行

い
、
成
果
を
愛
媛
県
へ
提
供
し
ま
し
た
。

以
下
、
派
遣
職
員
の
感
想
で
す
。

少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
と
気
持
ち
が

す
ぐ
に
出
た
反
面
、
自
分
が
力
に
な
る
の

か
悩
み
ま
し
た
が
、
近
年
の
度
重
な
る
山

地
災
害
が
あ
る
中
、
復
旧
の
役
に
立
ち
た

い
強
い
思
い
と
今
し
か
な
い
と
い
う
思
い

で
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
期
間
で
の
作
業
に
当
た
り
、

現
場
状
況
等
を
踏
ま
え
意
見
を
集
約
す
る

こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
、
基
礎
知
識
及

び
実
地
研
修
の
大
切
さ
と
経
験
の
積
み
重

ね
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

一
番
若
い
派
遣
者
と
し
て
、
2
名
の
先

輩
と
四
国
森
林
管
理
局
担
当
者
の
対
応
力

を
間
近
に
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
を
常
に
考
え
て
把
握
し
、

素
早
く
行
動
に
移
す
こ
と
こ
そ
重
要
と
感

じ
ま
し
た
。

（
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー

田
畑
事
業
係

長
）現

地
は
市
道
と
県
道
に
挟
ま
れ
た
崩
壊

地
で
、
土
質
は
粘
性
土
、
水
分
を
含
ん
だ

地
盤
に
足
を
踏
み
込
む
と
膝
ま
で
埋
ま
る

軟
弱
箇
所
も
存
在
す
る
ほ
か
、
倒
木
が
幾

重
に
も
積
み
重
な
り
、
測
量
も
非
常
に
大

変
な
現
場
で
し
た
。

今
回
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
時
に
は
迅

速
な
対
応
と
判
断
が
求
め
ら
れ
、
豊
富
な

経
験
と
知
識
が
必
要
で
す
。
今
後
の
業
務

に
お
い
て
も
、
測
量
・
設
計
技
術
・C

A
D

習
熟
・
ド
ロ
ー
ン
活
用
技
術
・
多
種
多
様

な
工
法
等
の
知
識
・
現
場
で
の
判
断
力
な

ど
、
日
々
精
進
し
ま
す
。

（
東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署

板
倉
総
括

治
山
技
術
官
）

崩
壊
地
内
は
、
水
分
を
含
む
と
ぬ
か
る

む
よ
う
な
粘
性
土
が
崩
落
土
と
し
て
堆
積

し
、
崩
落
に
巻
き
込
ま
れ
た
立
木
は
倒
木

と
し
て
積
み
重
な
る
状
態
で
調
査
・
測
量

に
当
た
っ
て
は
酷
暑
も
伴
い
非
常
に
厳
し

く
、
ま
た
成
果
を
基
に
し
た
図
面
作
成
等

に
お
い
て
も
、
普
段
と
は
違
う
環
境
、
か

つ
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
不
安
と
重
圧
を

感
じ
て
の
作
業
で
し
た
。

こ
う
し
た
難
し
い
状
況
の
中
、
期
間
内

に
資
料
を
完
成
し
提
供
で
き
た
こ
と
は
、

派
遣
さ
れ
た
３
人
が
一
致
協
力
し
た
結
果

の
み
な
ら
ず
、
受
入
れ
側
の
愛
媛
県
、
四

国
森
林
管
理
局
の
事
前
調
整
や
協
力
、
作

業
起
点
と
な
っ
た
愛
媛
森
林
管
理
署
の
環

境
作
り
や
私
た
ち
へ
の
献
身
的
な
気
遣
い

が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
関
東
森
林
管
理
局

髙
木
設
計
指
導
官
）

最
後
に
、
派
遣
中
に
お
世
話
に
な
っ
た

愛
媛
県
、
四
国
森
林
管
理
局
及
び
愛
媛
森

管
理
署
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

被
災
地
域
の
早
期
の
復
旧
・
復
興
を
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
愛
媛
県
へ
の

山
地
災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー
ム
派
遣

計
画
保
全
部

治
山
課

被災箇所全景

現地測量

事務作業



下
刈
は
、
苗
木
の
植
栽
等
を
行
っ
た
造

林
地
に
お
い
て
、
育
成
し
よ
う
と
す
る
樹

木
の
生
長
を
阻
害
す
る
植
物
等
を
除
去
し
、

目
的
樹
木
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

下
刈
の
時
期
・
回
数
が
保
育
コ
ス
ト
に
影

響
し
ま
す
。
当
局
管
内
で
は
、
６
月
上
旬

か
ら
８
月
下
旬
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
期
（
夏
期
）
の
下
刈
は
、
炎
天
下
の

た
め
、
肉
体
の
疲
労
が
著
し
い
ほ
か
、
蜂

刺
さ
れ
・
熱
中
症
な
ど
の
危
険
を
伴
い
ま

す
。本

課
題
で
は
、
立
地
・
植
物
の
繁
茂
状

況
等
の
条
件
か
ら
、
夏
期
以
外
の
春
期
や

冬
期
に
下
刈
作
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

植
栽
木
の
成
長
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
刈
り
払
い
の
対
象
植

物
の
種
類
に
よ
っ
て
植
栽
木
の
成
長
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
な
ど
、
植
物
の

種
類
や
繁
茂
の
状
況
に
応
じ
て
作
業
の
省

略
化
が
図
れ
な
い
か
。
更
に
安
全
と
作
業

効
率
化
も
併
せ
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

○

試
験
地
の
概
要

茨
城
森
林
管
理
署
管
内
の
茨
城
県
東
茨
城

郡
城
里
町
大
字
錫
高
野
字
梅
香
沢
国
有
林

し
ろ
さ
と
ま
ち

す
ず
こ
う
や

う
ね
が
さ
わ

に
設
置
し
ま
し
た
。

試
験
地
は
標
高
120
～
180
ｍ
の
西
向
き
斜

面
、
2.5
ha
の
皆
伐
跡
地
に
、
平
成
29
年
秋

に
ス
ギ
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
栽
し
ま
し
た
。

○

調
査
プ
ロ
ッ
ト
の
概
要

今
年
の
春
に
試
験
区
域
及
び
調
査
プ
ロ
ッ

ト
を
設
定
。
各
下
刈
区
ご
と
に
地
形
の
差

が
生
じ
な
い
様
、
尾
根
か
ら
斜
面
下
部
に

か
け
て
10
ｍ
幅
で
縦
長
に
３
箇
所
設
定
し

ま
し
た
（
写
真
１
）
。

調
査
プ
ロ
ッ
ト
内
に
調
査
対
象
木
が
100

本
以
上
と
な
る
様
に
区
域
を
設
定
し
、
個

体
管
理
の
た
め
調
査
対
象
木
に
ア
ル
ミ
テ
ー

プ
に
よ
る
タ
グ
を
取
付
け
ま
し
た

○

今
年
度
実
施
し
た
調
査
内
容

５
月

植
栽
木
の
サ
イ
ズ
測
定

・
樹
高

・
地
際
直
径
（
山
際
と
水
平
の
２
方
向
）

・
樹
冠
幅
（
最
大
幅
と
そ
の
垂
直
幅
の
２

方
向
）

８
月
（
写
真
２
）

下
刈
前
植
栽
木
の
成
長
量
測
定

・
樹
高

植
栽
木
の
半
径
50
㎝
以
内
の
雑
草
木
調
査

・
平
均
的
な
雑
草
木
１
本
の
高
さ
と
種
名

・
競
合
状
態
（
図
１
）

○

今
後
に
つ
い
て

作
業
時
期
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
植
栽

木
の
影
響
を
調
査
す
る
ほ
か
、
身
体
へ
の

負
担
や
功
程
、
気
象
・
病
虫
獣
害
の
対
策

も
併
せ
て
検
証
す
る
。

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
画
像
か
ら
植
物
毎

の
繁
茂
状
況
を
把
握
し
、
植
栽
木
へ
の
競

合
状
況
の
解
析
と
予
測
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
、
技
術
者
の
意
見
や
知
識
を
取

り
入
れ
て
林
業
の
成
長
化
の
技
術
革
新
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
等
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
研

究
成
果
」
の
「
技
術
開
発
成
果
」
「
完
了
課
題
一
覧
表
」

か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は

視
察
・
研
修
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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私
の
勤
務
す
る
上
沢
渡
・
四
万
森

林
事
務
所
は
、
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之

条
町
に
所
在
し
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
が
で
き
る
有
笠
山
や
星
を
見
に

訪
れ
る
人
が
日
本
一
多
い
と
い
わ
れ

て
い
る
ぐ
ん
ま
天
文
台
が
あ
る
子
持

山
を
含
む
、
上
沢
渡
森
林
事
務
所
四

千
七
百
ha
と
四
万
森
林
事
務
所
八
千

六
百
ha
の
国
有
林
を
一
般
職
員
と
共

に
管
理
し
て
い
ま
す
。

両
管
内
と
も
温
泉
地
が
あ
り
、
上

沢
渡
に
あ
る
沢
渡
温
泉
郷
は
、
群
馬

県
医
師
会
温
泉
研
究
所
付
属
沢
渡
病

院
が
あ
り
私
た
ち
の
職
場
に
も
関
係

し
て
い
る
レ
イ
ノ
ー
病
の
温
泉
療
法

や
草
津
の
仕
上
げ
湯
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
四
万
温
泉
は
「
千
と
千

尋
の
神
隠
し
」
で
舞
台
と
な
っ
た
宿

や
入
母
屋
造
り
の
玄
関
で
創
業
五
百

年
の
宿
な
ど
数
多
く
の
老
舗
旅
館
が

あ
り
、
沢
渡
・
四
万
温
泉
共
に
仕
事

や
旅
疲
れ
の
方
々
を
癒
や
し
て
く
れ

る
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
内
に
草
津
温
泉
と
沢
渡

温
泉
を
結
ぶ
暮
坂
峠
が
あ
り
、
こ
の

峠
を
「
若
山
牧
水
」
が
大
正
11
年
10

月
20
日
に
越
え
た
時
の
印
象
を
詠
っ

た
「
枯
野
の
旅
」
を
残
し
ま
し
た
。

こ
の
日
に
ち
な
ん
で
毎
年
10
月
20
日

は
、
牧
水
詩
碑
の
前
で
牧
水
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
の
暮

坂
峠
は
、
カ
ラ
マ
ツ
や
広
葉
樹
の
紅

葉
が
素
晴
ら
し
く
、
当
日
は
な
め
こ

汁
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
ま
す
の
で
是
非

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

管
内
で
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
複

数
年
契
約
（
２
ヶ
年
）
に
よ
る
森
林

環
境
保
全
整
備
事
業
と
し
て
、
列
状

間
伐
と
保
護
伐
の
木
材
生
産
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
森
林
環
境
保
全
整
備

事
業
を
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
法
に

基
づ
く
民
間
競
争
入
札
（
市
場
化
テ

ス
ト
）
に
よ
り
複
数
年
の
契
約
に
す

る
こ
と
で
、
事
業
の
安
定
化
を
図
る

と
と
も
に
、
作
業
日
報
を
基
に
関
係

者
で
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
洗
出
し
や

改
善
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
効
率
的
な
森
林
整
備
に
取
組
み
ま

す
。
今
年
は
そ
の
前
年
度
で
面
積
約

90
ha
材
積
約
１
万
㎥
の
間
伐
木
等
の

調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
よ
り
よ
い

森
林
に
な
る
よ
う
に
署
の
担
当
者
と

打
合
せ
を
行
い
事
業
実
行
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
か
ら
中
之
条
町

四
万
駒
岩
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定

の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定
し
、

民
有
林
お
よ
び
国
有
林
の
区
域
に
制

限
さ
れ
な
い
一
体
的
・
効
率
的
な
森

林
作
業
道
の
開
設
を
行
い
相
互
利
用

に
よ
る
森
林
整
備
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
り
、
計
画
的
な
木
材
供
給
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
林
業
振
興

に
も
資
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今

年
は
更
新
１
年
目
と
し
て
、
県
、
中

之
条
町
や
森
林
組
合
の
民
有
林
関
係

者
と
国
有
林
で
情
報
交
換
を
行
い
、

よ
り
一
層
の
森
林
整
備
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

森
林
内
で
は
、
カ
モ
シ
カ
・
ク
マ

な
ど
に
よ
る
樹
木
の
剥
皮
被
害
・
食

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
被
害
防
止

の
た
め
、
大
径
木
等
に
は
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
が
原
料
で
生
分
解
性
で
あ
る
テ
ー

プ
を
幹
に
巻
き
、
幼
齢
木
に
は
単
木

を
保
護
す
る
網
や
区
域
で
保
護
す
る

柵
を
設
置
し
被
害
を
防
い
で
い
ま
す
。

森
林
官
と
し
て
ま
だ
経
験
も
浅
く

至
ら
ぬ
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
よ
り
よ
い
森
林
づ
く
り
を
目
指
し
、

い
つ
か
生
ま
れ
た
地
域
（
静
岡
県
）

の
森
林
整
備
に
生
か
せ
た
ら
と
思
い

ま
す
。
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